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呻
Ｆ
蓼
１
・

確
～
手
年
か
ら
学
ん
だ
樋
戦
す
る
一一と
の
人
物
さ
～

去
る
６
月
１８
日
、
馬
頭
中
学
校
を
会

場
に
、
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
卓
球

女
子
団
体
銀
メ
ダ
リ
ス
ト
の
平
野
早
矢

香
さ
ん
を
お
招
き
し
、　
塞
Ξ

講
座
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
夢
」
講
座
は
、
多
方
面
で
活
躍
さ

れ
て
い
る
栃
木
県
と
ゆ
か
り
の
あ
る
方

を

『
と
ち
ぎ
未
来
大
使
』
と
し
て
招
き
、

中
学
生
が
自
分
の
夢
や
将
来
に
つ
い
て

考
え
る
機
会
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

日
皮
お
忙
し
い
平
野
さ
ん
で
す
が
、

疲
れ
た
様
子
も
見
せ
ず
笑
顔
で
来
校
さ

れ
ま
し
た
。
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「咋
日
の
自
分
よ
り

一
歩
前
含

全
校
生
徒
や
保
護
者
な
ど
２
５

０
名
が
参
加
す
る
中
、
平
野
さ
ん

は

「
昨
日
の
自
分
と
今
日
の
自
分

を
比
べ
、

『
昨
日
の
自
分
よ
り

一

歩
前
へ
』
前
進
す
る
こ
と
が
大
切

な
こ
と
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
卓
球
を
と
お
し
た
様
々

な
経
験
か
ら
、　
墓
フ
を
も
つ
こ
と
、

夢
に
近
づ
＜
た
め
の
目
標
を
も
つ

こ
と
、
日
標
を
達
成
す
る
た
め
の

課
題
を
明
確
に
す
る
こ
と
、
こ
の

バ
ラ
ン
ス
が
大
切
」
と
話
さ
れ
ま

し
た
。
平
野
さ
ん
御
自
身
の
経
験
を
交

え
て
の
話
は
、
納
得
さ
せ
ら
れ
る

の
は
も
ち
ろ
ん
、
間
＜
子
ど
も
た

ち
に
た
＜
さ
ん
の
夢
を
与
え
て
＜

だ
さ
い
ま
し
た
。

コミュニティ・スクール (学校運営協議
会制度)は、学校と地域住民等が力を合わ
せて学校の運営に取り組むことが可能とな
る「地域とともにある学校」への転換を図
るための有効な仕組みです。
コミュニティ・スタールでは、学校運営
に地域の声を積極的に生かし、地域と一体
となって特色ある学校づくりを進めていく
ことができます。
学校運営協議会の主な役害Jと して、

幹 岬 響 著 岬 ⅢⅢ 警 諄

○ 校長が作成する学校運営の基本方
針を承認する。
○ 学校運営に関する意見を教育委員
会又は校長に述べることができる。
○ 教職員の任用に関して、教育委員
会規員1に定める事項について、教育
委員会に意見を述べることができる。

の三つがあります。

(委員)保護者代表・地域住民、
地域学校協働活動推進委員など

出典『コミュニティースクール2017～地域ととも
にある学校づくりを目指して～』文部科学省
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種 教育は人権教育につながる」
ふれあいじんけんフオーラム (塩谷南那須地区人権教育指導者一般研修).■ ||
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幾
・

子
ど
も
を
取
り
巻
く
性
情
報

へ
の

具
体
的
な
対
策
を
学
ぶ

今
年
度
の
ふ
れ
あ
い
じ
ん
け
ん
フ
オ
ー
ラ
ム

は
、
人
権
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀
賞
受
賞
作

品
の
発
表
や
人
権
啓
発
Ｄ
∨
Ｄ
視
聴
後
、
星
撻

大
学
大
学
院
客
員
教
授
で
ジ
ャ
ー
す
リ
ス
ト
で

も
あ
る
渡
辺
真
由
子
先
生
か
ら

『性
教
育
と
人

権
～
子
ど
も
を
取
り
巻
＜
性
情
報
と
対
策
～
』

と
い
う
テ
ー
マ
で
講
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

子
ど
も
の
性
的
メ
デ
ィ
ア

利
用
の
現
状
や
メ
デ
ィ
ア
が

子
ど
も
の
性
意
識
に
与
え
る

影
響
、
メ
デ
ィ
ア
に
搾
取
さ

れ
る
子
ど
も
の
性
な
ど
を
わ

か
り
や
す
＜
解
説
し
て
い
た

だ
き
、
そ
れ
ら
の
対
策
と
し

て

「
性
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
」

と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
御
提

示
＜
だ
さ
い
ま
し
た
。

性
に
関
す
る
こ
と
は
、
オ

ブ
ラ
ー
ト
に
包
ん
で
し
ま
う

こ
と
も
あ
り
が
ち
で
す
が
、

渡
辺
先
生
は
私
た
ち
の
心
に

響
＜
ス
ト
レ
ー
ト
な
表
現
で

お
話
を
し
て
＜
だ
さ
い
ま
し

た
。

自
分
を
大
切

に
し
、
相
手
も

大
切
に
す
る
と

い
う
考
え
方
は
、

性
教
育
に
も
人

権
教
育
に
も
共

通
す
る
も
の
で

す
。講
話
最
後
の

「
性
教
育
は
人

権
教
育
に
つ
な

が
る
」
と
い
う

渡
辺
先
生
の
言

葉
に
、
多
＜
の

方
長
が
納
得
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

》
鍼
犠
機
奪

リ
テ
攀爾
渉
‡

メ
デ

ィ
ア

が
発
信
す
る

「性
に
関
す

る
情
報
」
を

批
判
的
に
読

み
解
く
力
の

「
一ル
ヽ

○作文の発表は、生の声でとても感動的なものでした。
○今後、子どもと性の話をしていくためのよい機会となりました。
○ここまで突つ込んだ内容の研修は少ないです。とても貴重な時間でした。こういった機会を
もっと設けるべきだと感じました。


